
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （広報委員）    

恒例のホタル観察会が 6月 22日（土）午後 6時からどんぐり集会所で開催されました。

ところが、観察会に向けて飼育して来たホタルに異変が起き、当日展示できたのは 5匹だ

けで、しかも光っていたのは 1匹だけだったとのことです。 

主催者である郷州里山の会代表の小田部さんから以下のコメントをいただきました。 

 

『今年は幼虫が順調に育っており、私も楽しみにしておりました。ところが、ある日か

ら突然調子が悪くなり、全滅したかと思われました。 

その中である程度元気の良いと思われる幼虫 70匹くらいをなんとか見つけて、飼育を

続けました。 

その後１週間で２６匹の羽化が確認できました。そこで慌てて観察会の日程調整に入

ったのですが・・・。 

今年の蛍は成虫になってからもいつもより元気がなく、１週間を待たずに亡くなって

しまい、当日の数は５匹くらい、光っていたのは１匹でした。 

なんとも惨めな結果になってしまい、大変残念でした。 

暑さの為の水温調節が出来なかったのが原因かとも思っております。水温が２５度過

ぎると難しい問題が出てくるとも聞いております。大変残念なのですが、今年は幼虫の孵

化も確認できず、全滅です。』 

真っ暗な暗室の中で撮影したホタルの様子（撮影が難しかったです） 


